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Ⅰ.   研究目的
平成18年12月，約60年ぶりに教育基本法が改正され

た。改正前の教育基本法においては，幼児教育について

の言及はなかったが，この度の改正により，第11条に

おいて「幼児期の教育は，生涯にわたる人格形成の基礎

を培う重要なものであることにかんがみ，国及び地方公

共団体は，幼児の健やかな成長に資する良好な環境の整

備その他適当な方法によって，その振興に努めなければ

ならない」と明文化され，幼児教育の重要性が初めて位

置付けられた。

教育基本法の改正とそれに続く平成19年６月の学校

教育法の改正を受けて行われた平成20年３月の幼稚園

教育要領の改定では，幼稚園教育は「環境を通して行う

ものである」という幼稚園教育の基本を引き継ぎつつ，

社会状況を踏まえ，以下の２点について内容の充実が図

られた。①近年，子どもの育ちが変化しており，基本的

な生活習慣の欠如，食生活の乱れ，自制心や規範意識の

希薄化，運動能力の低下，コミュニケーション能力の不

足，小学校生活にうまく適応できないなどの課題，②社

会状況の変化による家庭や地域の教育力の低下の中，保

護者の子育てに対する不安を解消し，親がその喜びを感

じることができるよう，幼稚園の機能を生かした子ども

のよりよい育ちを実現する子育ての支援が求められてい

るとともに，いわゆる預かり保育を実施する幼稚園が増

加しており，幼稚園の教育活動としての適切な実施が求

められていること，などに対応し，幼稚園教育の充実を

図るものとされた。

核家族化，地域のつながりの希薄化など子育てを取り

巻く状況はけっして明るくない。さまざまな育児支援政

策が打ち出されながらも，保護者の子育て不安や子育て

の負担感はいっそう増大しているといわれる（薮田・西

垣他，2006など）なか，上述の通り，平成20年改訂の

幼稚園教育要領は，子育て支援のいっそうの充実を掲げ，

幼稚園が子育て支援において多様な役割を果たすことを

求めた。それは，地域のすべての子どもとその保護者を

対象とした支援と，現に幼稚園に在籍する園児とその保

護者を対象とした支援の双方においてである。

幼稚園のもつ機能や施設を地域に開放し，幼稚園が地

域における幼児期の教育のセンターとしての役割を担う

例としては，「地域の子どもの成長，発達を促進する場

としての役割，遊びを伝え，広げる場としての役割，保

護者が子育ての喜びを共感する場としての役割，子育て

の本来の在り方を啓発する場としての役割，子育ての悩

みや経験を交流する場としての役割，地域の子育てネッ

トワークづくりをする場としての役割など」が挙げられ

ている（文部科学省，2009）。こうした役割を踏まえ，

現在，全国の幼稚園において実際に行われている子育て

の支援活動の具体例としては，子育て相談の実施，子育

てに関する情報の提供（子育て便りなど），親子登園な

どの未就園児の保育活動，子育て井戸端会議などの保護

者同士の交流の機会の企画，園庭・園舎の開放，子育て

公開講座の開催などが挙げられており，各幼稚園におい
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て，地域の実態や保護者の要請に応じて創意工夫し，子

育ての支援活動をできるところから着実にすすめること

が重要であるとしている。

他方，在籍園児の家庭に対しては，幼稚園での生活と

家庭などでの生活の連続性を踏まえた幼稚園教育の充実

が求められている。幼児期の教育では，幼稚園，家庭，

地域社会の生活が連続性を保つなかで展開されることが

重要であり，また，本来，幼稚園は家庭とともに連携し

て教育を行うものであり，家族のつながりや子育てが変

容している現実を踏まえて，きめ細かな家庭との連携を

考える必要がある。このため，平成20年の幼稚園教育

要領の改定では，①家族とのつながりに気づくこと，②

家庭とともに基本的な生活習慣を形成すること，③保護

者の幼児期の教育に関する理解を深めることが求められ

た。すなわち，幼稚園の機能や施設を生かして保護者の

学習の機会や保護者同士の交流の機会を提供したり，保

護者との情報交換の機会や，保育参加などで保護者と幼

児が一緒に活動する機会を設定したりなどして，幼児期

の教育に関する保護者の理解を深めると同時に，保護者

と幼稚園が共に幼児を育てるという意識を高め，子ども

のよりよい育ちが実現するような子育ての支援が，いま

求められている。

家庭と園の連携として，また子育て支援の一つとして，

これまで多くの幼稚園が取り組んできたものに，保育参

観や保育参加がある。「保育参観」は，小学校などの授

業参観と同様，子ども達のふだんの生活リズムを守りな

がら保育を外側から見て，理解するものである。したがっ

て，保育参観において，保護者と保育者・子ども達は，

観る－観られるという関係にある。そのため，保育者・

子ども達が一方的に観られているという圧迫感を感じた

り，観る側の保護者のなかにはおしゃべりや写真撮影に

終始する者が少なくなかったりなど，保育参観は子ども

達，保育者，保護者のいずれにとっても望ましい形態で

はないとする見解もある（友定，2004）。

それに対して，近年多くみられるようになってきたの

が「保育参加」である。保育参加は，子どもの園生活に

保護者も参加し，一緒に遊んだり活動したりなど体を動

かしながら園での生活を子ども達と共に体験してもらう

ことで，子ども達の中に生じている感情を保護者も自ら

の内側から感じ，体験的に理解するものである。親と子

が同じフィールドに立ち，共に保育の一場面を形成して

いくため，保育参観のように一方的に観られる圧迫感を

感じることも少なく，お父さんやお母さんが一緒に遊ん

でくれる嬉しさから子ども達が積極的に保護者を迎え入

れることができ，親と子の双方が楽しく生き生きとした

体験ができるという特徴をもつ。また，保育参加を通し

て，保護者が親として成長したり，親子関係が変容し

ていくことなどが示唆されている（友定，2004，薮田・

西垣他，2006）。

本稿で取り上げる愛媛大学教育学部附属幼稚園は，保

育参観や保育参加に比べ，より積極的，主体的に保育に

関与することを保護者に求める「保育参画」を実施して

いる。愛媛大学教育学部附属幼稚園の保育参画の特徴は，

保護者が自身の特技を生かすなどした独自の企画を考

え，保育時間中に，子どもたちに働きかけるという点で

ある。保育参加が保育の場における子ども達の経験の体

験的理解であるのに対して，保育参画は保護者が保育の

一部を担うという保育者体験の側面を持つ点において，

保育参観，保育参加とは異なる特性をもつものである。

本稿では，保育参画の様子の参与観察と保育参画を行っ

た保護者へのアンケート調査から保育参画の意義や課題

を明らかにしたい。それにより，保育参画が子育て支援

や，家庭と幼稚園との連携を深める場として，どのよう

に機能するのかを考える一歩としたい。

Ⅱ.   研究方法
対象：愛媛大学教育学部附属幼稚園の保育参画

保育参画の観察：保育参画週間であった平成20年６月

17日（火），18日（水），19日（木），21日（土），24日（火）

に，保育参画の様子を観察し，ビデオカメラ及び筆記に

より記録を行った。また，保育参画直後に学級ごとに行

われる教師と保護者による懇談会の様子をテープレコー

ダで録音した。

アンケート調査：保育参画後に保護者を対象に保育参画

についてのアンケート調査を実施した。調査用紙は，質

問に対する自由記述の形式を主とするもので（資料参

照），「独自に企画を計画・実施した保護者用」「幼稚園

が準備した企画（カレーづくり）を実施した保護者用」「保

育時間中の自由なかかわりのみの保護者用」の３種類を

準備し，担任教師を通じて各家庭に配付，回収した。
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Ⅲ.   結果と考察
１．愛媛大学教育学部附属幼稚園の保育参画の概要

（１）保育参画についての周知

平成20年度は，６月17日（火），18日（水），19日（木），

21日（土），24日（火）が保育参画週間として設定さ

れ，５月23日（金）に「保育参画ガイド」が配付された。

保育参画ガイドは，「保育参画は，参観ではなく，保護

者の皆様に保育に参加していただき，子ども達と一緒に

活動していただく行事です。この行事を通して，子ども

達の遊びの大切さを理解したり，幼児期の健やかな育ち

や，それを支える私たち大人の在り方などについて考え

ていただけたら幸いです」と始まり，「幼稚園というと

ころ－幼児教育を理解していただくために」「参画にあ

たってのお願い」「参画週間での１日の流れ」から構成

されている。

（２）保育参画の内容

保育参画週間において１人１回１時間以上の保育参画

が原則であり，保育参加のような保育時間中の自由なか

かわりに加え，保護者独自の企画を保育時間中に実施す

ることを勧めている。企画の内容は同じ参画日の保護者

（各保育室の前に参画日程表が掲示してあり，保護者各

自が参画したい日に記名する）が相談のうえ決定し，準

備をすすめるが，その内容が子ども達の発達に適さない

と教師が判断した場合には，教師が保護者に適宜助言を

行う。また，幼稚園が準備した企画（平成20年度の場

合は，カレーづくり）を行う場合，参画日当日までに保

護者が準備すべきことはなく，参画日当日に，教師の指

示のもとカレーづくリに参加する。保育参画終了後には，

学級ごとに教師と保護者との懇談会が行われる。

（３）保育参画週間における保護者の参加数

保育参画週間の５日間の参加保護者数は，表１に示す

通りである。いずれの年齢においても，母親単独での参

加が大半を占めるが，年中組，年長組では父親単独での

参加者もあり，また各年齢とも少数ではあるが夫婦で保

育参画に参加した家庭もあった。参画週間に土曜日が含

まれていたことが父親の参画や夫婦での参画につながっ

たものと思われる。 

（４）参加形態と，保護者独自の企画の内容

保護者独自の企画を行った保護者は，年少組28名（う

ち，夫婦での参加が５家庭），年中組62名（うち，夫婦

での参加が２家庭），年長組41名（うち，夫婦での参

加が１家庭）の計131名，保育参画者全体（156名）の

84.0％であった。幼稚園が準備した企画（カレーづく

り）に参加した保護者はいずれも年長組の17名（全体

の10.9%），保育時間中の自由なかかわりのみの保護者

はいずれも年長組の８名（全体の5.1％）であった。

保護者による独自企画の内容は，次の通りである。

(　 )内人数は，その企画を担当した保護者数を示す。

年少組：ミニ・イングリッシュ（５名），手洗いの方法（２

名），ペープサート（８名），折り紙のお店屋さん（８名），

サンドウィッチづくり（５名）

年中組：リトミック（７名），スライムづくり・野菜を使っ

たスタンプ（３名），ホットケーキづくり（８名），風船

バレー（９名），切り絵（５名），布絵本の読み聞かせ（５

名），お魚天国のパラパラダンス（５名），紙芝居・電車ゲー

ム（６名），パネルシアター・弓矢づくり（８名），体操

教室（６名）

年長組：紙芝居（２名），クッキーづくり（３名），ミニ

音楽会（８名），大型絵本の読み聞かせ（５名），クイズ・

間違い探し（６名），クイズ（９名），新聞紙ゲーム（４

名），じゃんけん列車（４名）

（５）保育参画日の流れ： 

保護者独自の企画をする時間は，教師と相談の上，基

表１　保育参画に参加した保護者数

  年少 年中 年長 合計

 母親のみ   18人 50人 52人   120人

 父親のみ     0人  8人 12人 20人

 夫婦　　　　　　　　10人（５家庭）　　  ４人（２家庭）  　　  ２人（１家庭） 　　   16人（８家庭）

 合計    28人 62人 66人 156人
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本的には保護者の希望に沿って決定される。したがって，

「降園前のひととき」に５~10分程度で行われるものも

あれば，保育時間を通して実施されるものもある。たと

えば，６月17日（火），21日（土）の年少組の１日の流

れは，以下のようであった。

６月17日（火）年少組：登園→遊び→おやつ→降園前

のひととき（保護者の企画：ミニイングリッシュ）→帰

りのあいさつ→懇談会

６月21日（土）年少組：登園→遊び（保護者の企画：

折り紙のお店屋さん）→おやつ→降園前のひととき→帰

りのあいさつ→懇談会

２．保育参画の意義

（１）保護者のつながりづくりの促進

子育ての不安感や負担感を軽減するためには，子育て

が家庭内に閉じ込められてしまわないこと，自分だけで

子育てを抱えこまないことが大切である。幼稚園と保護

者，あるいは保護者同士が一緒になって子育てをしてい

るという子育ての共有感や連帯感が生まれることで，子

育ての楽しさが増し，子育ての負担感が軽減されること

が示されている（友定，2004）。このように，保護者同

士のネットワークの重要性が示唆される一方，幼稚園は

保護者の関係づくりに積極的に働きかけてはいないこと

が指摘されている。神谷・諏訪・杉山（2008）の調査

によれば，「他の親と一緒に話し合える機会をつくるよ

うにすすめる」という保育者は，３割に満たない。平成

20年の幼稚園教育要領の改定においても，保護者同士

の交流の機会を提供することが求められたことは，先に

述べた通りである。

保育参画は，保育参観や保育参加と異なり，事前に保

護者同士で企画の準備をしなければならないという特徴

をもつ。以下で示すアンケート調査結果は，保護者独自

の企画を行った保護者を対象としたアンケート調査への

回答を分析したものである（注１：自由記述形式の質問

項目に対する回答については，最も重きをおいて書かれ

ている内容１つを取り上げて分析した。以下，すべての

分析において同様。注２：夫婦で参加した場合，アンケー

トは１家庭１枚とした。）。

表２は，アンケートの調査項目「企画の準備段階にお

いて，楽しかったことやよかったこと」への回答結果を

示したものである。

「企画の準備段階において楽しかったことやよかった

こと」として，「他の保護者と仲良くなれた」「子どもの

話などいろいろな話ができた」と回答した保護者は，年

少児の保護者で34.8％，年中児の保護者で63.3％，年長

児の保護者で27.5％と，いずれの年齢においても高い割

合を示した。企画の準備時間が保護者同士の親睦を深め，

育児についての会話を促進する場となっており，そのこ

とを保護者自身が「楽しかったこと，よかったこと」と

肯定的に捉えていた。アンケートへの回答では，企画に

ついての話し合いや練習をするなかで，「ふだんの子ど

もの様子についての相談をしたりできた」「子育てにつ

いて相談することができた」などの記述が見られた。独

自の企画を計画し準備することが，保護者同士が自然に

支え合ったり，助け合ったりできるような場となり，保

表２　保護者独自の企画の準備段階において，楽しかったことやよかったこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年少 　　　　  年中 　　　　   年長

他の保護者と仲良くなれた

子どもの話やそれ以外の話などいろいろな話ができた など  8(  34.8）  38(  63.3） 11(  27.5）

子どもが喜ぶ姿や楽しんでいる姿を想像しながら考えたことが

楽しかった                                   　　　　　　　　　　 など  6(  26.1）   5(    8.3）  4(  10.0）

企画の内容を詳しく知ることができた

材料の準備をすることが楽しかった　　　　　　　　　など　　　　　  2(    8.7）   6(  10.0）  8(  20.0）

特になし   3(  13.0）  10(  16.7） 14(  35.0）

その他   4(  17.4）   1(    1.7）  3(    7.5）

合計	 23(100.0）	 	60(100.0）	 40(100.0）
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護者同士のネットワークづくりのきっかけとして有効に

働くことが示唆された。

（２）子ども理解の促進

保護者独自の企画の計画・準備は，子どもの興味・関

心や，子どもの今できること，できないことなどについ

て，普段の子どもの姿から予想したり，考えたりするこ

とを要求する。アンケート項目「企画の準備段階におい

て大変だったことや苦労したこと」への回答結果を表３

に示す。

「子どもがどのくらいまでできるのかがわからなかっ

た」と回答した保護者は，年少児では13.0%と他の年齢

よりも高い割合を示し，年中児，年長児と年齢が上がる

につれて減少した。

子どもの姿を予想しながら企画の計画・準備を行い，

実際に企画を実施することは，子どもの育ちの実態につ

いて知ろうとする保護者の意欲を高める。先に示した「企

画の準備段階において楽しかったことやよかったこと」

についての回答の中に，「子ども達の予想される動きに

ついて，他のお母さんの意見を聞くことができた」とい

うものがあり，保護者同士が，企画の準備をしながら，

子どもたちの発達の様子について互いに意見交換をして

いたことも伺われた。

では，計画・準備をした企画を実施してみての保護者

の感想はどうであろうか。アンケートの調査項目「保育

参画当日，企画を実施して，大変だったことや苦労した

こと」への回答を示したものが表４である。

「保育参画当日，企画を実施して，大変だったことや

苦労したこと」という項目においても，子どもたちにちゃ

んと伝わっているのか，子どもたちが理解してくれてい

るのかなど「子どもの理解度」に関して困難を感じたと

回答した保護者は，年中児・年長児の保護者に比べ，年

少児の保護者で13.0%と高い割合を示した。このように，

初めて保育参画を経験する年少児の保護者では，子ども

の発達や様子に基づいて自らが働きかけを行う保育参画

で，子ども理解に困難を感じる保護者の割合が高かった

が，保育参画を重ねることで，「子ども理解」における

困難感は減じるようであった。

企画の準備段階において「子どもがどれくらいまでで

表３　保護者独自の企画の準備段階において，大変だったことや苦労したこと

	 年少	 年中	 年長

他の保護者との準備時間の調整	 1(			4.3)		 6(		10.0)	 4(		10.0)

子どもがどれくらいまでできるのかがわからなかったこと	 	3(	13.0)	 	6(		10.0)	 1(			2.5)

企画を何にするか考えること	 	1(			4.3)	 7(		11.7)	 	5(		12.5)

決まった企画の準備	 	7(	30.5)	 7(		11.7)	 	5(		12.5)

特になし	 11(	47.9)	 33(		55.0）	 25(	 62.5)

その他	 	0(			0.0)	 		1(			1.6)	 	0(			0.0)

合計	 23(100.0)	 60(100.0)	 40(100.0)

表４　保育参画当日，保護者独自の企画を実施して，大変だったことや苦労したこと

 　　　年少 　　　　年中 　　　年長 　

保護者間の時間の調整 2(    8.7) 7(  11.7) 1(    2.5) 　

子どもの理解度がわからない 3(  13.0) 1(    1.7) 3(    7.5) 　

子どもの動きへの対応  2(    8.7) 10(  16.7)  6(  15.0)

自分の動きの反省 3(  13.0) 11(  18.2) 12(  30.0) 

その他 0(    0.0) 4(    6.7)　 3(    7.5) 　

特になし 13(  56.6) 27(  45.0) 15(  37.5) 　

合計 23(100.0) 60(100.0) 40(100.0)

}（21.7） }（34.9） }（45.0）
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きるのかがわからなかった」という回答が子どもの年齢

が上がるにつれて減少すること（表３）からも，保育参

画における企画の計画や実施を経験することで，保護者

が子どもの育ちに関心を持つようになり，家庭や園にお

ける生活のさまざまな場面で子どもの姿を積極的に見よ

うとする姿勢を持つようになり，その経験を積み重ねる

ことで，子どもの発達や子どもの世界についての理解が

深まり，広がっていくことを示唆しているといえよう。

保護者が保育に参加することで，多くの子どもに触れ，

発達の様子を知り，子どもの世界を感じ，子ども理解を

広げ，深めていくことは友定（2004）も述べていると

ころであるが，保育時間中の自由なかかわり（保育参加）

では，保護者は，子どもがどんな遊びをしているか見て

いたり，子どものしている遊びを邪魔しないように積極

的なかかわりをひかえたりと，子どもの遊びに対して，

受身的なかかわりにとどまりがちである。それに比べ，

保護者独自の企画を行うことは，子どもの今できること，

できないことなどについて普段の子どもの姿から予想し

たり，考えたりして企画・準備を行い，そして実際にやっ

てみることで，子どもの育ちの実態についてよりいっそ

う理解を深めることができる。アンケートの回答におい

ても「予想以上に…」「思っていた以上に…」「意外と…」

という言葉が多く見られ，保護者独自の企画を計画・実

施することは，保護者が子どもの発達について，より積

極的，主体的に考える機会となり，保護者が子どもの育

ちについてより具体的に理解を深める機会となるものと

考えられる。

（３）保育・保育者理解の促進

アンケート項目「保育参画当日，企画を実施して，大

変だったことや苦労したこと」（前出，表４）として，

「子どもの動きへの対応」や「自分の動きの反省」など，

保育をする側としての動きに困難を感じたと回答した

保護者は，年少児の保護者で21.7%，年中児の保護者で

34.9%，年長児の保護者で45.0%と，いずれの年齢にお

いても高い割合を示した。年長児の保護者ほど「子ども

の動きへの対応」や「自分の動きの反省」に難しさを感

じた者が多いことは，それまでの保育参画の経験から，

今回はこういうふうにしたいという思い，そして，そ

れがうまく実行できなかったことへの反省の気持ちが，

年々強くなっていくこと，すなわち，企画の実施を重ね

るなかで，保護者が子どもに教育的な意図をもって働き

かけを行うようになること，そしてその難しさをより実

感するようになっていくことを示唆する結果である。

企画を構想しそれを実行することは，教師の仕事や立

場を疑似体験することであり，企画の準備と実行を通し

て，子どもへの願いに基づく働きかけの難しさを経験す

ることは，保育や教師に対する保護者の理解を深める。

保育参画後の懇談会においては，「…間合いとかの取り

方が難しくって。R先生が一言発すると，みんながワアッ

と集中して話を聞いてるなと，さすがプロだなというの

を感じて，私たちとは違うなというのを思いました」「覚

えて来るのも大変で。先生達は，それをもっと練習して

スムーズにできているんだなって，自分でやってみて思

いました。作るのもの大変なんでしょうけど，それを実

行するのも，それなりに練習をしないと。やることで必

死で，子ども達を見れていなかったので。先生ってすご

いなっと，本当に思いました」などの声が聞かれた。保

護者自身が実際に企画を計画・準備し，実践するからこ

そ，子どもの動きへの対応が大変なことを体感すると同

時に，よりいっそう，教師の大変さや配慮などについて

の理解を深めることができるのだろう。

保護者は，保育者のいろいろな保育の方法やかかわり

方の違いを知ることで，自分の子どもへのかかわり方の

ヒントも得，こうしなければと固くなっていた子育てに

ついて，もっと気楽に子どもとかかわる方法を見つけて

いくと言われる（小山・佐藤，2005）。自らが子ども達

に働きかけを行う保育参画においては，保護者は，自ら

が実際に子ども達に働きかけてうまくいかなかった経験

から，教師がどのように子ども達に声かけをしたり，対

応したりしているのかにより注目するようになり，一見，

何気なくなされているようにみえる教師のかかわり方や

働きかけの意図や意味がより理解されることにつながる

だろう。保育や教師に対する保護者の理解が深まること

は，幼稚園と家庭との連携を促進することにつながると

考えられる。

４． 保育参画の課題 

（１）保育参画における保護者独自の企画の比重

表５は，アンケート項目「企画の実施以外にもってい

た保育参画の目的やねらい」に対する回答を示したもの
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である。「わが子や他の子とかかわりたい」というもの

がいずれの年齢の保護者においても高い割合を示した

（年少児47.9％，年中児41.7％，年長児30.0％）。とりわけ，

年少児の保護者では「我が子とかかわりたい」（21.7％）

という者が，年長児の保護者では「他の子とかかわりた

い」（15.0％）という者が高い割合を示している。しか

し，年長組の懇談会での発言に「年中の時と比べて，「○

○ちゃんのお母さん，これして遊ぼう」という機会が少

なくなって，子ども同士で遊んでいる姿をよく目にした

なと思います」とあるように，保育時間中の自由なかか

わりの時間において，年少児，年中児では親と一緒にい

ることが多いが，年長児になると子ども同士で遊ぶため，

年長児の保護者の中には子ども達とのかかわりを持てな

い姿も多くみられた。

保護者独自の企画の時間には，子どもたちが自然に保

護者の周囲に集まり企画を楽しむ様子が見られたことか

ら，企画の内容や方法を工夫することで，保護者が子ど

もとかかわる機会を積極的に作り出すこともできるだろ

う。幼稚園側には，保護者のニーズにあった企画につい

てのアイデアの提供や助言をする役割が求められよう。

企画の準備段階，参画当日の企画実施のいずれにおいて

も，「子ども理解」に困難を感じたと回答した保護者が

少なからず存在することも考慮すると，企画以外の時間

における子どもとのかかわりを充実させることは，今後

重要な課題であろう。

また，年少児の保護者では，「園の様子を知りたい」

と回答した保護者が21.7%と高い割合を示した。入園し

て２ヶ月ばかりの年少児の保護者にとっては，子ども達

の園での過ごし方や園の雰囲気などを知りたいと思う者

が多いことを示している。入園直後の時期においては，

旧来型の保育参観もまた必要なものであろう。

他方，企画以外の目的やねらいについて，「特になし」

と回答した者は年齢とともに増加し，年長児の保護者で

は45.0％と高い割合を示した。企画をすることのみが目

的となり，それ以外の参画時間を無為に過ごすことがな

いように，幼稚園側は，どのような場面や姿をみてほし

いか，子ども達にどのようなかかわりをしてほしいかな

どについて，積極的に提案や助言をする必要があるだろ

う。

表５　保護者独自の企画以外にもっていた保育参観の目的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年少　　　　　　　　　　年中　　　　　　　　　年長

我が子・他の子とかかわりたい､ 知りたい 2(    8.8) 10(  16.7) 2(    5.0)

我が子とかかわりたい、知りたい 5(  21.7)  9(  15.0)  4(  10.0)

他の子とかかわりたい、知りたい 4(  17.4)  6(  10.0)  6(  15.0)

園の様子を知りたい 5(  21.7)  4(    6.7)  3(    7.5)

とにかく楽しみたい 3(  13.0)  5(    8.3)  2(    5.0)

特になし 3(  13.0) 21(  35.0) 18(  45.0)

その他 1(    4.4)  5(    8.3)  5(  12.5)

合計 23(100.0) 60(100.0) 40(100.0)

}（47.9） }（41.7） }（30.0）

（２）父親の参加

諏訪ら（2008）が３万人を対象に実施した「保育・

子育て意識調査」によると，母親の４分の３は，同じ幼

稚園を利用する親同士で子どもについて話をする機会を

週に１，２回以上持っているのに対して，父親の９割は

子育てについて語り合い，悩みなどを共有する機会が

まったくない，あるいは年に数回しかないという結果が

報告されている。父親の育児に対する理解や育児参加が

あるほど，母親の育児不安が低いことは，多くの研究が

指摘してきたところである（住田・田中・溝田，2000

など）。しかし，先に示した通り，保育参画に参加した

保護者は母親が圧倒的に多かった。父親の参加総数は，

夫婦で参加した者も含め28名にとどまる。父親の保育

参画を促すためには，どのような取り組みが必要であろ

うか。

父親の参加者28名のうち19名は６月21日（土）に保
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育参画を行っていた。保育参画後の懇談会において「ふ

だんは仕事をしてまして，平日は妻が幼稚園の送り迎え

をしてまして，こういう土日に参観日をしてもらえるの

を非常にうれしく思います。平日はやっぱり参加できな

くて，どうしても妻からの情報というか，今日はどうだっ

たこうだったというのを聞くんですけど，自分の目で確

かめてみたいなというのがありますので，こういうのが

あれば是非参加したいなと思っています」という声が聞

かれた。土日を含め数日にわたって保育参画日を設定す

ることが，父親を含めより多くの保護者の主体的な保育

参画を可能にするだろう。

意外であったのは，自分ひとりで保育参画に参加した

父親20名のうち，19人が保護者独自の企画を実施して

いたことである。しかし，母親単独の参加者の企画準備

時間（平均）106.0分に比べ，父親が企画の準備に費や

した総時間（平均）はわずか9.4分であり，アンケート

の回答に「他のお母様にお任せしていました」「仕事が

あるため，打ち合わせに参加できなかった」などの記述

があるように，企画の準備は同じ企画を実施する母親た

ちに任せているようであった。保護者同士で企画を計画

し準備する時間が，子育てについて語りあう場や保護者

同士のネットワークづくりのきっかけになることは，先

に示した通りである。当日に早く集まって準備をする機

会を設けるなど，父親が他の保護者と少しでも多く時間・

場を共有できる方途をさぐる必要があるだろう。

また，アンケート項目「今後，また今回のような保育

参画の機会があった場合，どのような形での保育参画が

したいか（「保護者独自の企画」「幼稚園が準備する企画」

「保育時間中の自由なかかわり」「その他－具体的に記入」

から選択）とその理由」に対する回答では，「幼稚園が

準備する企画に参加したい」と回答した父親（26.7%），

「保育時間中の自由なかかわりがよい」と回答した父親

（26.7%）に比べ，「保護者独自の企画をしたい」と回答

した父親が40.0%と多く，「準備にさく時間は実際には

ないかもしれないが，できることなら保護者独自の企画

をしてみたい」とする声が聞かれた。先に示した通り，

企画の計画・実施は，保護者の子ども理解や保育・教師

理解を促進する。保護者独自の企画をしてみたいという

父親の意欲を受けとめるとともに，独自の企画を実施す

ることの推奨が父親の保育参画の障害とならないよう

に，他の保護者と集まって一緒に準備をする時間をとり

にくい父親でも取り組みやすい企画を幼稚園側が提案す

ることが必要であろう。

　

５．保育参画後の懇談会の意義

保育参画当日，参画に引き続いて行われる教師と保護

者との懇談会では，保護者が実施した企画を通して子ど

も達がどんなことを感じていたのかについて，教師が保

護者に伝えていた。また，「今はあれ（保護者の企画）

を聞いて，自分達もしてみたいと思う時期ではないので，

２学期になったときに刺激として与えると，じゃあぼく

たちもやってみたいっていう気持ちになってくる」とい

うように，企画が子ども達の生活や育ちにどう位置づい

ていくのかや，「聞かないとだめよって言い聞かせたり，

力で抑えるのは簡単なんです。子ども自身に聞く楽しさ

を感じさせながら聞く姿勢を身につけてもらうっていう

のが幼稚園の義務だと思って，そうやって身につけた

ものが小学校に行って役に立つので，今の時点では聞く

楽しさというのを経験することが大切だと感じているの

で，そういった意味では，今日のような経験は子ども達

にとってよかったと思います」というように，幼稚園側

は企画を保育にどう活かしていこうと考えたのかや幼稚

園（学級）の教育方針などについて，幼稚園の教師が保

護者に伝えていた。幼稚園側が，保護者が実施した企画

の意味づけをすることが，次の保育参画への保護者の意

欲につながるとともに，保護者のさらに深い子ども理解，

保育・教師理解につながるようであった。

おわりに
本研究では，おもに，保育参画の特徴である保護者独

自の企画に焦点をあてて検討を行った。保護者の子ども

理解や保育・教師理解は，保育参加における保育時間中

の自由なかかわりのなかでも深めることができることが

明らかにされている（友定，2004）。しかし，本研究から，

保育参画において保護者に独自の企画に取り組んでもら

い主体的に子どもたちに働きかけてもらうことは，子ど

もや教師，保育についての保護者の理解をよりいっそう

深めることにつながることが示唆された。また，企画の

準備時間が，保護者同士のネットワークづくりの時間・

場となることも明らかとなった。今後は，保護者のニー
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ズに応じた企画の提案や父親の参加を促す取り組みの必

要性などいくつかの課題の解決に向けた取り組みが求め

られる。

他方，保護者に独自の企画を計画・実施してもらうよ

うなより積極的な保育への関与を求めるばかりでなく，

子ども理解の難しさを感じる保護者の存在を考慮して企

画以外の時間における子どもとのかかわりを充実させる

ことや，入園間もない保護者に幼稚園生活の概要を知っ

てもらうために旧来型の保育参観の機会も保障すること

などもまた重要な取り組みであることが示唆された。
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資料：アンケート調査の質問項目

●独自に企画を計画・実施した保護者用

Ⅰ．保育参画日を○日にした理由をご記入ください。

Ⅱ．実施した企画についてお尋ねします。

（１）「カレーづくり」や「保育時間中の自由なかかわり

のみ」ではなく，「保護者独自の企画」をしようと思っ

た理由をご記入ください。

（２）今回の企画では何をなさいましたか。また，その

内容にした理由をご記入ください。

（３）今回の企画にあたり，何か目的やねらいを持って

いた方はご記入ください。

（４）企画を実施した時間をご記入ください。

（５）企画の打ち合わせはいつ頃から始めましたか。

（６）保育参画当日までに，企画の準備のために何回く

らい集まりましたか。

（７）企画の準備にかかった総時間はどのくらいでした

か。

（８）企画の準備段階において，楽しかったことやよかっ

たことがあればご記入ください。

（９）企画の準備段階において，大変だったことや苦労

したことがあればご記入ください。

（10）保育参画当日，企画を実施して，楽しかったこと

やよかったことがあればご記入ください。

（11）保育参画当日，企画を実施して，大変だったこと

や苦労したことがあればご記入ください。

Ⅲ．企画以外の保育参画時間についてお尋ねします。

（１）企画以外の保育参画時間に，子ども達と自由なか

かわりをもちましたか。

（２）企画以外での保育参画にあたり，何か目的やねら

いをもっていた方はご記入ください。

（３）企画以外での保育参画を通して，学んだことやわ

かったことがあればご記入ください。

Ⅳ．保育参画全体についてお尋ねします。

（１）今回の保育参画を通して，疑問に思ったことや先
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生に聞きたいこと，要望などがあればご記入ください。

（２）今後，また今回のような保育参画の機会があった

場合，「今度はこんなふうにしてみたい」と思うこと

があればご記入ください。

（３）今後，また今回のような保育参画の機会があった

場合，どのような形での保育参画がしたいですか（「保

護者独自の企画」「幼稚園が準備する企画」「保育時間

中の自由なかかわり」「その他－具体的に記入」から

選択）。また，その理由をご記入ください。

（４）その他，保育参画について何かございましたらご

記入ください。

●幼稚園が準備した企画（カレーづくり）を実施した保

護者用

Ⅰ．保育参画でのカレーづくりについてお尋ねします。

（１）保育参画にあたり，カレーづくりの日を選択され

た理由をご記入ください。

（２）今回のカレーづくりにあたり，何か目的やねらい

を持っていた方はご記入ください。

（３）今回のカレーづくりにおいて，楽しかったことや

よかったことがあればご記入ください。

（４）今回のカレーづくりにおいて，大変だったことや

苦労したことがあればご記入ください。

Ⅱ．カレーづくり以外の保育参画時間についてお尋ねし

ます。

（１）カレーづくり以外の保育参画時間に，子ども達と

自由なかかわりをもちましたか。

（２）カレーづくり以外での保育参画にあたり，何か目

的やねらいをもっていた方はご記入ください。

（３）カレーづくり以外での保育参画を通して，学んだ

ことやわかったことがあればご記入ください。

Ⅲ．保育参画全体についてお尋ねします。

（１）今回の保育参画を通して，疑問に思ったことや先

生に聞きたいこと，要望などがあればご記入ください。

（２）今後，また今回のような保育参画の機会があった

場合，「今度はこんなふうにしてみたい」と思うこと

があればご記入ください。

（３）今後，また今回のような保育参画の機会があった

場合，どのような形での保育参画がしたいですか（「保

護者独自の企画」「幼稚園が準備する企画」「保育時間

中の自由なかかわり」「その他－具体的に記入」から

選択）。また，その理由をご記入ください。

（４）その他，保育参画について何かございましたらご

記入ください。

●保育時間中の自由なかかわりのみの保護者用

Ⅰ．保育参画日を○日にした理由をご記入ください。

Ⅱ．「カレーづくり」や「保護者独自の企画」ではなく，「保

育時間中の自由なかかわりのみ」にしようと思った理

由があれば，ご記入ください。

Ⅲ．「保育時間中の自由なかかわり」をするにあたり，

何か目的やねらいをもっていた方はご記入ください。

Ⅳ．「保育時間中の自由なかかわり」をしてみて，感じ

たことについてお答えください。

（１）あなたのお子さんの姿をみて感じたことがあれば

ご記入ください。

（２）他のお子さんの姿をみて感じたことがあればご記

入ください。

（３）先生の保育の様子をみて感じたことがあればご記

入ください。

Ⅴ．保育参画全体についてお尋ねします。

（１）今回の保育参画を通して，疑問に思ったことや先

生に聞きたいこと，要望などがあればご記入ください。

（２）今後，また今回のような保育参画の機会があった

場合，「今度はこんなふうにしてみたい」と思うこと

があればご記入ください。

（３）今後，また今回のような保育参画の機会があった

場合，どのような形での保育参画がしたいですか（「保

護者独自の企画」「幼稚園が準備する企画」「保育時間

中の自由なかかわり」「その他－具体的に記入」から

選択）。また，その理由をご記入ください。

（４）その他，保育参画について何かございましたらご

記入ください。
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